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芳R:ュエCIL¥ A ['.;f3;f ぞ日程f 今考均三 ），苛！f）ζ 考全容 1劫 οi主~斤（－ iH;lJ 

（目的）

第 1条 この計l!l!i｛立、被 Jij~ 谷者処 i出版 HIJ (II｛｛平II5 6年法務省i'lir;i 5 g号）第

1 6 条に m'f立する i~~u kの：）；｝j:JI皮又は災害（以ド「保安i：の事政｛j/y,Jという。）

が発生したi場合の東京Ill入｜〕！なft!管JigJ渇におけるH'r鐙を適正に行うため．
必裂な事rnを定めることを LI的とする。

（東京1.H入｜主11:1：惚管Jll！尚消防計Uliiの適JI])

第2条 来JiC,'I l人111任問管沼］）吋消防計fllJi（以下「消防di・l/IJi j という。）は，

災害の場合において適HJする。ただし、非常沼集が発令された場合には，

1!11省消防隊の人［l¥I惣fiijj官は次条に定める非常怒111日体fljリに編人する。

（非常務朝日編成）

第3条 処遇制：門の首席入国惣侃iiぎ（イミ伐の上場合は看守よ主任者。以ド同じ。）

は，保安l二の事政等が発生した場合又は先生するおそれがある渇合におい

てー必！＆があるときは，次により非常答備体制を編成し対処するものとす

る。

C 1 J JI; 'li~ 答 i11if 体制は，災害の場合には非常惣 11日i体制編成表 1 に基づき編成

し，保安 i二の事： 11& の場合には非常＇.~＼＇foW体illl］編成表 2に基づき編成する。

( 2 ）非常密情体制の各粧の編成は，処遇部門首席入＼｝＜］'!!'§ l1iii震がi句集に応じ

た入｜主｜怒（！前官の中から選任し、適宜所要館所に配置する。

C 3 l ~I；；牧野備体 illリの編成はも発生した保ゑa ヒの事故又はJE'!: ＇／）＼予想3される

焼＋ti の脱皮により指際官の判断で適’J~：縮小することができる。

C JI.ェ常召集）

第4条 処i也i1'1jI "Jの首席人Ii<!鈴耐Hr§＇は， 1lf/ 条の規定に ｝~づき非常 1£:ff11li体iliilを

執るときは，局長（局長不犯の上場合は第二校側I監耳！！宮。以ド同じ。）に報

fりするとともに 1~I ちに人 ltl悠fi11i官を仔集（以ド「JI＇常行集 Jという。）し

なければならない。

2 !111 J也店店内のi守山入［Fl＇.滋｛1i11’腐は， Mirniの地flにおいて. ；＇；，＇.，＼；を＇?1¥しff<lj誌に報
告するいとまがないときは，非常Ci1長を命じた後速やかに保安 1－.の事故等
の！勾符及び執ったJ計霞をがjJiに報iケしなければならない。
3 看守災任者は，執務1時間外に保安l：の事故等が発生し‘処迎itl＼門の｝、守山

人間借filli官に報iりするいとまがないときは，じ｜ら41'"'I＼’ （i ~することができ
る。非常仔集後は，速やかに Ct~'fZ: L：の事故等の内待及び執ったH1i置を処遇

itl¥1'1Jのれ－！市人収！惣Ii/ii官に報告しなければならない。



( Jl0 '.'i~ i'!r集の方法）

第 5条 JI' ·ii~ (3集の伝達方法は次のI？＜：分による。

( 1 ) {1：庁者については，内線電話、機，II\' 電話、｝！~〔級機電 lli'ifii車約‘館内放

i五又はJlqi~ ベルの作動により行う。

( 2) {l:Ji'者以外のすそ？については，別に定める人fi¥I＇.ヲfill!官緊急1主総表に主主づ

くiti；絡により行う。
2 前jお;;f'j2 fjの規定に基づき伝達する場合には，保安i：の事政等の彼'tJ'.等

必止さ若手以を伝達するものとする。

（保安 l：の事故等に対する応急H'i蜜）
第 6条 看守責任者は， l浜'.A'J二の事故等が513λJ:.したとき．または，そのおそ

(! れがあるときは 処遇部門の首席入｜頚管制問に報約するとともに．非常悠
fillf体制lが強うまでの間，被収容者の不安.ifVJ J認を:lfllえて事故の拡大をi釣止
する等事態に即応した適切な挑置を講じなければならない。

（暴動発生時、の峨霞）

第 7条 処遇：~1;f'9の首席入問答備官は，収得i認において!tklWJが発生したとき
は，第 3 条に規定する JI＂•，＼君！段備体 fl討を編成し．疑問jの鎖）J：＇.に当たるととも

に，［守謀者を他の被Jj）（容者から隔離して収燃するものとする。

( ）~ 定時等のJ昔撞）
国歯菌盟国薗圃箇箇箇園

第 8条

（｜’l殺等に対するH'i霞）
第 9条 看守 Nf壬＃は， :fJ~JI又待者が！とl殺をi女lr〕，または，事故により人命に

危険がそI：じたときは， JI立ちに人命数日）jのための応急出霞を十九るとともに，

i渋谷りの消防将に／，｛，＼報して数i則的資を依頼しなければならない。

（地i反発生時のJ'l.Y設）

第 10条 看守山任者は，建物に被答：がでるような地IRがft11＝.したときは，

-? -



i山：ちに ij］＼’を r,~ ~き，日Ji)¥m [I を確保するとともに. tl!i Jf文学手-trに毛布等で!1([f'il；を

保殺するよう指示しなければならない。

また， offちにl立内放送等を行い：）1)(Jfi(作者’の心的安定に努めなければなら

ない。

（火災発生II寺の1-:i置）
;:f'i 1 1条 看守j)J:任者は，収作i泌で火災を発見したときは， jζtl'iで「火事J

と込gll手し，火災報知~，非常ベル又は惣筒等によって急を知らせるととも

に．初期消火に努めなければならない。また，必嬰に jぷじて ~flfI約機関に通

報することとする。

（被Jf＼（符＃の避JlftJ:M rfr l 

(1 第 12条 被収谷者を避灘させる羽合は，火災の状況等を ·1~1j 断し 次のいず

れかの場所に避難させなければならない。ただし、池波発生の場合は，月三

合のfil倒やガラスが終ドする危険性があること、また， i'fti皮にj盟う危険性

が向いことから，原則としてff合外へ）filYi[！させてはならない。

L〆

( 1 ）庁舎内の安全な場所

( 2 ) 

( 3 ) 

( 4 ) 

（留霞l照託又は執行依頼）

第 13条削除

( J長助）

江~ 1 4条 処遇制；11可のぽj市入｜羽惣fill!1主’は‘この日1・1＠の実施に当たり、局長の

指示を受けて入問答備管以外の職員に対し．必~な共助を求めることがで

きる。

2 n11 .1n により J~助を求められた H訟はは、 1i立ちに処遇 rn；門の片山人 fit! 悠 fl/ii 官

の指ドf！ドに人るものとする。

（関係機関に対する協力袋，＼Nl 

第 15条 処i四郎！”lのぼJli'i入｜河野締官は，保安 i：のJjj:1＇戊害事が発生した ιJ合に
おいて，必援があると認めたときは， ｝，；｝1えに報告し，指ノjミを受けて関係機
関に協 ）］ を ~Mfするものとする e

（，証拠の保全）

一、-.) -



第 16条 人民｜惣fllii1ぎは，逃走・＇｛！］： 11~ • lfi~ ifv1 • i!J殺等の事件が允ノI：したとき
は，羽上IAJ正J処等収集長l当手！？及び攻J括記録J！！当官fを俊き，百1U処の似すそ等に努
めなければならない。

( 1 ）別l＼，） 証拠等収集相当符は，被11文谷T守が使illした器具類及びHlIおよk}m等
の保全並びに＇rfJ'f撮影等を行い証拠を保全する。

( 2 ）羽上；J,jiJ t;il .JI：［当すは，現1持においてその状？Itを時系列で的確に記録する。
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、｛ この計filiiは， 11{1平115 9 f手6Fl 1 IIから尖施する。

付加

この計j[lijは， II日JイI5 9年 1on i uから実施する。
付則

仁 この言1・1白lは， llf,frl 6 0年 7H 1 Hから実絡する。

｛サtlリ

この言1・促1jI立、平成 2年 12Jll011から実施する。

｛、lf[lj 

このiii・ftl!jは，平成3年 4fl 1 2 [Iから災施する。

H tllJ 
この；＼［＇iUJ］は、平成 5年4JJ 1 Hから実施する。

HHIJ 
この針liliiは、平Ji!t8年 8）“J 2 2 1-1から実施する。

｛、jlliJ 

この計画は，平成 10年4n 2 2 11から災秘する。
十JHIJ 
この計附は、平成 15 "l三4H 1 Flから尖施する。

付；！せ

この,'/I・ 111Ji Iま，平成 23年 12J'J6EIから実胞する。

十lj[IJ 
この計1ilijは、平成 27 +1:0 l O JJ 1 けから実胞する。
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、｛
 この百1・ 111Jiは，平成 31年 4rJ 1 IIから尖施する。
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